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古
文
書
解
読
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
第
二
十
六
回 

公
園
は
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド 

そ
の
四 

出
典
：
東
京
府
文
書 

『
公
園
地
観
セ
物
等
警
視
往
復
〈
庶
務
課
〉』 

（
請
求
番
号
６
０
９
．
Ｄ
５
．
０
６
） 

令
和
元
年
十
月 

東
京
都
公
文
書
館 
 

 
 

     

       

 

い
よ
い
よ
最
終
回
。
明
治
初
期
に
東
京
の
公
園
で
行
わ
れ
て

い
た
見
世
物
を
当
館
所
蔵
公
文
書
で
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

              

一
、
史
料 
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二
、
史
料
の
解
読
／
読
み
下
し
例 

 

 

【
解
読
文
】 

 

第
千
百
弐
十
四
号 

日
本
橋
区
浜
町
壱
丁
目
三
番
地
下
岡
蓮 

杖
浅
草
公
園
地
ほ
ノ
十
二
番
所
持
小
屋
ニ 

於
テ
諸
画
其
外
諸
器
械
観
セ
物
興 

行
願
出
候
右
は
御
庁
ニ
於
テ
御
差
閊
無
之 

哉
早
行
御
答
有
之
度
此
段
及
御
照
会 

候
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
警
視
川
路
利
良
代
理 

 

明
治
十
一
年
十
二
月
五
日 

 

中
警
視
安
藤
則
命 

印 

 
 

 

東
京
府
知
事
楠
本
正
隆
殿 

 

追
而
別
紙
御
一
覧
済
御
返
戻
有
之
度
候
也 

  【
読
み
下
し
例
】 

 

第
千
百
弐
十
四
号 

日
本
橋
区
浜
町
壱
丁
目
三
番
地
、
下
岡
蓮 

杖
、
浅
草
公
園
地
ほ
ノ
十
二
番
所
持
小
屋
ニ 

於
テ
、
諸
画
其
の
外
諸
器
械
観
セ
物
興 

行
願
い
出
候
、
右
は
御
庁
ニ
於
テ
御
差
し
つ
か
え
こ
れ
な
き 

哉
、
早
行
御
答
こ
れ
あ
り
度
く
此
の
段
御
照
会
に
及
び 

候
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
警
視
川
路
利
良
代
理 

 

明
治
十
一
年
十
二
月
五
日 

 

中
警
視
安
藤
則
命 

印 

 
 

 
東
京
府
知
事
楠
本
正
隆
殿 

 

追
て
別
紙
御
一
覧
済
、
御
返
戻
こ
れ
あ
り
度
く
候
也 
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三
、
史
料
解
説 

  
こ
れ
は
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
十
二
月
五
日
の
照
会
文
で
す
。 

出
願
者
は
、
日
本
橋
浜
町
一
丁
目
三
番
地
に
住
ん
で
い
た
下
岡
蓮
杖
。
文
政
六
年
（
一

八
二
三
）
伊
豆
下
田
に
生
ま
れ
た
蓮
杖
は
、
は
じ
め
江
戸
で
絵
師
を
志
し
て
狩
野
派
に
学

ぶ
が
、
偶
然
銀
板
写
真
を
見
る
機
会
を
得
て
、
写
真
に
開
眼
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
苦

心
の
末
に
写
真
術
を
習
得
し
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
横
浜
で
写
真
館
を
開
業
し
ま
す
。

上
野
彦
馬
と
と
も
に
、
日
本
の
写
真
術
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ
、
彼
の
門
下
か
ら
は
、
横

山
松
三
郎
や
江
崎
礼
二
、
中
島
待
乳
な
ど
著
名
な
写
真
家
が
輩
出
し
ま
し
た
。 

史
料
に
は
「
浅
草
公
園
地
ほ
ノ
十
二
番
」
に
小
屋
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
小
屋
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

蓮
杖
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
頃
第
一
線
を
退
い
て
浅
草
に
転
居
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
二
年
後
の
明
治
十
一
年
に
出
さ
れ
た
こ
の
願
書
で
は
日
本
橋
に
在
住
し
て
い

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
公
園
は
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド 

そ
の
一
」
で
ご
紹
介
し
た
よ
う

に
、
公
園
内
の
見
世
物
小
屋
で
暮
ら
し
て
は
い
け
な
い
決
ま
り
で
し
た
か
ら
、
住
居
は
別

に
あ
っ
た
か
、
ま
た
は
公
的
な
願
書
に
は
そ
う
書
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
九
十
歳
で
褒
章
を
受
け
た
時
の
住
所
は
、
浅
草
公
園
第
五
区
四

九
号
で
、
浅
草
奧
山
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
住
ん
で
い
ま
し
た
１

。 

明
治
九
年
四
月
七
日
の
『
東
京
日
々
新
聞
』
に
は
、
蓮
杖
が
浅
草
奥
山
に
開
い
た
見
世

物
の
評
判
記
事
２

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
見
世
物
小
屋
は
「
油
絵
茶

屋
」
と
呼
ば
れ
、
下
岡
蓮
杖
自
ら
が
描
い
た
「
函
館
の
戦
争
の
絵
」
や
「
台
湾
の
合
戦
の

図
」
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
元
年
の
箱
館
戦
争
や
、
明
治
七
年
に
行
わ
れ
た
台

湾
出
兵
の
戦
闘
図
で
、そ
の
大
き
さ
は
縦
二
メ
ー
ト
ル
に
横
五
．七
メ
ー
ト
ル
の
大
画
面
。

等
身
大
の
パ
ノ
ラ
マ
図
で
し
た
３

。
そ
の
ほ
か
に
も
「
日
本
に
て
油
絵
の
元
祖
と
も
云
ふ

べ
き
司
馬
江
漢
の
画
な
ら
び
に
其
門
人
の
画
」
や
、「
古
今
の
名
将
、
大
儒
等
の
肖
像
の
額
」

が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
肖
像
は
「
近
ご
ろ
市
中
の
写
真
屋
に
あ
る
家
康
公
や
藤
房

卿
、
菅
公
な
ど
の
原
本
」
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
展
示
さ
れ
て
い
る
画
は
、「
曾
て
狩
野

家
に
伝
ふ
る
處
の
古
図
を
以
て
西
洋
画
に
模
擬
し
、
影
照
（
し
ゃ
し
ん
）
の
原
板
（
た
ね

い
た
）
に
取
り
た
る
者
」
＝
狩
野
家
に
あ
っ
た
画
を
模
写
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
写
真
撮
影

し
た
も
の
で
し
た
。 

明
治
十
一
年
の
出
願
で
は
、「
諸
画
其
外
諸
器
械
」
を
見
せ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
画
の
ほ
か
に
、
写
真
撮
影
の
器
械
で
あ
る
カ
メ
ラ
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。
同
年
二
月
十
七
日
の
『
読
売
新
聞
』
に
は
「
先
頃
よ
り
蒸
汽
車
の
雛
形
を
製

造
し
て
居
る
浅
草
公
園
地
の
下
岡
蓮
杖
氏
」
が
、「
此
節
差
わ
た
し
六
尺
（
直
径
約
一
八
〇

㎝
）
ほ
ど
の
風
船
を
拵
ら
へ
其
中
へ
音
楽
の
器
械
を
仕
込
み
上
へ
登
る
と
自
然
に
音
を
発

す
様
に
出
来
あ
が
ッ
て
近
々
に
諸
人
へ
見
せ
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
何

と
も
不
思
議
な
器
械
を
見
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

蓮
杖
の
手
に
な
る
見
世
物
小
屋
の
あ
っ
た
土
地
は
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
十
二

月
に
建
物
を
撤
去
し
た
後
、
翌
十
八
年
三
月
に
返
地
届
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
４

の
で
、

九
年
間
に
わ
た
っ
て
見
世
物
興
行
を
営
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。 

今
回
シ
リ
ー
ズ
で
取
り
上
げ
た
『
公
園
地
観
セ
物
等
警
視
往
復
』
に
は
合
計
一
八
〇
件

の
照
会
文
書
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
大
部
分
が
浅
草
公
園
で
の
興
行
を
出
願

し
た
も
の
で
す
。
い
か
に
浅
草
が
見
世
物
興
行
の
盛
ん
な
場
所
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
紹
介
し
た
も
の
の
ほ
か
、
生
き
て
い
る
人
間
そ
っ
く
り
の
生
人
形
、
機
械
仕
掛

け
の
か
ら
く
り
人
形
、
虎
な
ど
の
珍
し
い
動
物
、
サ
ル
や
犬
な
ど
動
物
の
芸
、
楊
弓
店
、

待
合
茶
屋
、
投
扇
、
吹
矢
、
植
木
、
菊
人
形
、
踊
り
、
落
語
、
講
談
、
浄
瑠
璃
、
物
真
似
、

相
撲
、
ガ
ス
灯
、
エ
レ
キ
、
写
真
、
西
洋
手
品
、
貝
細
工
、
新
聞
縦
覧
所
等
々
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
出
願
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
明
治
の
見
世
物
の
世
界
を
、
文
書

を
通
し
て
覗
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 
                                        

          

 

１ 

「
木
杯
下
賜 

写
真
術
貢
献 

下
岡
蓮
杖
」『
第
１
種 

文
書
類
纂
・
褒
賞
・
第
２
類
・

特
行
・
第
２
巻
〈（
知
事
官
房
）〉』
明
治
四
十
五
年
（
請
求
番
号
：
６
３
０
．
Ａ
７
．
０
３
） 

２ 

東
京
日
々
新
聞 

明
治
九
年
四
月
七
日
記
事 

３ 
靖
国
神
社
遊
就
館
所
蔵
。
木
下
直
之
『
美
術
と
い
う
見
世
物
―
油
絵
茶
屋
の
時
代
』
平

成
五
年 

平
凡
社 

４ 

「
下
岡
蓮
杖
外
１
名
浅
草
公
園
返
地
届
」『
理
事
彙
輯
・
第
２
類
・
諸
届
〈
庶
務
課
公

園
部
〉』
明
治
十
八
年
（
請
求
番
号
：
６
１
５
．
Ａ
６
．
１
３
） 


